
ファルマバレープロジェクト第４次戦略計画の全体像

医療健康関連産業の集積

・医薬品・医療機器合計生産金額
10年連続全国１位
・総合特区の取組が高評価を獲得

第４次戦略
概要
と

推進フレーム

プロジェクト
の成果

これまでの取組

医療に特化した
製品の開発

・医療機器等の国産化の推進（アジア向け戦略的製品・輸入代替品等）
・全国の産業クラスターとの協働による企業支援の強化
・静岡がんセンターの医療哲学等、プロジェクトの先駆的取組の情報発信
・地域企業の海外販路開拓支援

戦略４：世界展開

・認定看護師教育課程の拡充
・沼津高専や山梨大学医学部との連携による産業人材の育成

戦略２：ひとづくり

医療健康分野への参入
製品化実績

・47の地域企業が新規参入
・129件の医療関連製品を開発
・地域企業が新型コロナウイルスに
対応した製品を開発

静岡がんセンターの躍進

・全国トップ３のがん診療実績
・8,000件ものゲノム臨床DBを構築
・ゲノム医療を推進するJVを設立
・「世界の優秀な病院」に選出

新たな取組
・健康長寿・自立支援プロジェクトを
スタート
・山梨県と医療健康産業に関する
連携協定を締結

拠点施設
ファルマバレーセンターの開所
・テルモ、東海部品工業が医療機
器を開発・生産
・リコー、サンスター等9社が研究開
発室に入居

・テーマの重点化（ゲノム医療、医療機器・部品部材、感染症対策等）
・新たなプロジェクトとの連携による新製品・新技術の開発促進
・人生100年時代を見据えた製品開発（ロボットベッド、介護機器等）
・販売業者等とのネットワークの形成
・プロジェクト発の自立支援製品等のブランド化

戦略１：ものづくり

・医療城下町（メディカルガーデンシティ）を核とした高付加価値
産業の立地促進
・地域企業の参入支援、ベンチャー企業の育成
・「点から面へ」プロジェクト推進エリア拡大（山梨県・岐阜県他）

戦略３：まちづくり

静岡がんセンター・ファルマバレーセンターを核とした「医療城下町」の形成

超高齢社会など
社会課題への対応

広域連携による
ネットワークの強化

地域企業の成長に向けた
取組の充実

【基本理念】 世界一の健康長寿県の形成

【成果指標】 医薬品・医療機器合計生産金額
【活動指標】 製品開発件数 産業人材育成人数

企業立地件数

ファルマバレーセンター静岡がんセンター

健康増進・疾病克服 県民の経済基盤の確立

国立遺伝学研究所・
静岡県立大・沼津高専・
慶應・早稲田・東工大・

農工大・阪大

500社超の地域企業・
商工会議所・商工会

県・市町
銀行・信用金庫・
政府系金融機関

山梨県・岐阜県・
愛知県大府市 等

プロジェクト
の課題

他県クラスター

山梨大学医学部

産
学

官 金

タウンズ

国立長寿医療研究センター東海部品工業 国立遺伝学研究所 沼津高専 長泉町
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共同検査機構 山梨県庁
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